
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

 

  

 

  

 

 

 

川上塗料株式会社 
 

 
 
001レッド・023ゴールデンエロー 
037メジャムエロー・060バーミリオン 
120オーカー・121 ホワイト・129ブラック 
131ベネチアンレッド・140 シアニンブルー          
 

 

設定色 

 
 
建設機材・鋼製容器類・各種シャーシー等・鉄骨 
一般金属・機械部品 
 

用途 

塗装後２～３時間で取り扱いが可能なため、

作業工程短縮に大きく寄与します。 

通常、速乾タイプのフタル酸樹脂塗料は 

冬場など低温時には光沢が出にくいですが、 

ネオクイックは低温時でも光沢が良好です。 

超速乾 

美しい 

光沢 

幅広い 

リコート

性 

16ｋｇ    

容量 

 
ネオプラマイルド・ネオプライマーＣＦ  

 

適用下塗り 

 
合成樹脂 730シンナー 
合成樹脂 720シンナー 
塗料用シンナー 

 

適用シンナー 



試験成績表 
試験片作成条件 

  被塗物 ： 磨軟鋼板、溶剤脱脂 
  塗装方法：エアスプレー 乾燥時間：23℃恒温恒湿室（湿度 50％）7日間 乾燥膜厚：25～30μｍ 

項目 試験方法 結果 

容器の中での状態 かき混ぜたとき、硬い塊がなくて一様になること 合格 

乾燥性 23℃、ガラス板、膜厚 25μｍ 

指触乾燥 

取扱可能時間 

 

5分 

3時間 

ウォータースポット性＊１ 膜厚 25μｍ 6時間 

鏡面光沢度 60°鏡面光沢度（23℃乾燥） 

  〃     （5℃乾燥） 

90 

80 

鉛筆硬度 三菱ユニ HB  

付着性 クロスカット法 
格子のパターンは 1ｍｍ間隔、升目の数は 25 

分類 1以下 

耐おもり落下性 デュポン式 
300ｍｍの高さから 300ｇのおもりを落した時、われ・はがれのないこと 

異常なし 

耐水性 水道水（23℃）に 24時間浸漬した時、異常がないこと 異常なし 

耐酸性 3％塩酸水溶液（23℃）に 24時間浸漬した時、異常がないこと 異常なし 

耐揮発油性 石油ベンジン（23℃）に 24時間浸漬した時、異常がないこと 異常なし 

促進耐候性 キセノンランプ法で 240時間試験した時、異常がないこと 異常なし 

＊１ 塗装後雨に濡れても塗膜に異常（しわ・つや引け）が生じなくなるまでの時間 
 

標準塗装仕様書  素材：鉄 

工程 
塗料名 

（希釈剤） 
塗装方法 

希釈率 
（質量％） 

理論塗付量 
(kg/㎡) 

乾燥膜厚 
(μｍ) 

塗装間隔 
（時間） 

素地調整 
電気サンダー・パワーブラシ等で、浮いた錆・黒皮を除去し、油分・水分・埃のない清浄な面にする。 

2種ケレン以上（SIS-St3以上）（SSPC-SP3以上） 

下塗り 
ネオプラマイルド 

（塗料用シンナー） 

はけ 

エアレススプレー 

5～10 

10～20 
0.09 30 4以上 

上塗り 
ネオクイック 

（合成樹脂 720・730 

シンナー） 

はけ 

エアレススプレー 

5～10 

20～30 
0.07 25 ― 

理論塗付量は、塗装時にロスを含みません。個々の塗装条件によって所要量は異なります。 

塗装上の注意点 
１ 塗り重ね時は前工程で塗装した塗膜の乾燥程度を確認の上、施工してください。 

２ 透け易い色については、膜厚調節・塗り重ねをお勧めします。 
厚膜塗装（35μｍ以上）時は、塗装後 40～60時間の重ね塗りは避けてください。塗膜が縮むおそれがあります。 

３ 促進乾燥させれば更に取り扱い時間を短縮することが可能です。（60～80℃×10～20分）真の塗膜強度が出るまでには 1週間程度必要です。 

４ 降雨時及びその前後（湿度 85％以上）での塗装は避けてください。 
 
 

取扱い及び保管上の注意 

取り扱い作業場所は火気のないところで行い、屋内作業場所では局所排気装
置を設けてください。塗装中、作業中ともに換気をよくし、蒸気を吸い込ま

ないようにしてください。取り扱い中は、できるだけ皮膚に触れないように
し、必要に応じて、有機ガス用防毒マスクをつけ、更に頭巾・保護メガネ・
えり巻きタオル・保護手袋などをしてください。取扱い後は、手洗い及びう

がいを十分に行ってください｡よくフタをし、40℃以下で子どもの手の届か
ない一定の場所に保管してください｡缶の持ち運びの際には、手環はグリッ
プ部を正しく持ち、垂直に持ち上げる様に取り扱ってください｡容器を切っ

て使用する場合は、手を切る恐れがありますので保護手袋などを使用してく
ださい｡本来の用途以外には使用しないでください。容器は中身を使い切っ
てから廃棄してください。 

緊急時及び応急処置 

容器からこぼれた場合には、砂などを散布した後に処理してください｡
また、容器などに付着した塗料はウエスなどで拭き取り、廃棄してく

ださい｡皮膚に付着した場合は、多量の石けん水で洗い落とし、痛みま
たは外観に変化のあるときは医師の診察を受けてください｡蒸気・ガス
などを吸い込んで気分が悪くなった場合には、空気の清浄な場所で安

静にし、必要に応じて医師の診察を受けてください。目に入った場合
は、多量の水で洗い、また誤って飲み込んだ場合は、できるだけ早く医
師の診察を受けてください｡火災には、炭酸ガス・泡・粉末消火器を用

いてください。 

廃棄上の注意 
廃塗料・塗料カス・廃溶剤・容器などの廃棄物は「廃棄物の処理及び清
掃に関する法律」などの定めに準じた処理業者に委託してください。 

スプレーダストや製品が付着したウエス、はけなどが蓄積すると自然
発火の恐れがあるので廃棄するまでは水につけておいてください。 
本社   〒661-0001  尼崎市塚口本町 2-41-1  06-6421-6325（代）  
営業所  仙台・北日本・東京・浜松・名古屋・金沢・大阪・広島・九州  
ホームページアドレス  https://www.kawakami-paint.co.jp/ 

                 

詳細な内容が必要なときは、安全データシート
（ＳＤＳ）をご覧ください。 

2403.I.1.S 


